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An idol voice dataset for research on speech generation AI

音声生成AI研究用アイドル音声データセット

多様な魅力をもつ声を提供します

どんな研究
音声生成AIの研究開発用データは、声優など声による表現を職業の中核とする話者による演技的な発話に偏り
がちです。各AIユーザにとって魅力的な音声の生成の実現をめざす第一歩として、多様な魅力を有するライブ
アイドルを話者とする多数話者音声データセットを構築しました。

どこが凄い
本データセットは、研究利用のために契約処理が適切になされた初の大規模アイドル音声データセットです
（話者数200人以上、総時間約30時間）。他の音声データセットのような読み上げ音声や日常会話のみならず、
チェキ会での発話などアイドル特有の魅力的な発話も含んでいます。

めざす未来
多様な人の音声を学習することで、誰もが自分の声を柔軟に魅力的に整えられる音声生成AI、いわば「声のメ
イク」の実現をめざしています。この試みにより、声へのコンプレックスや発話へのためらいを軽減し、積極
的な自己表現や活発なコミュニケーションを促すことをめざします。
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